
平成26年度　新潟県小数研学習指導改善調査協力校の取組

新発田市立加治川小学校

1　2 5年度と2 6年度の学習指導改善調査の結果(▲は県との比較でマイナス働

25年度 学年 俛�W夷��伜ｩ�B�凉ﾘ怩�

提供学級 侈y[ﾘｼ��提供学級 侈y[ﾘｼ��提供学級 侈y[ﾘｼ��

4年 塔�縒�64.7 塔2綯�69.4 ��3C2絣�44.4 

5年 ��3s2���74.3 都R���64.6 田R���62.0 

6年 都偵R�72.8 都ゅ2�65.1 ��3c"綯�65.1 

26年度 学年 俛�ｶxﾎ��伜ｩ�B�凉ﾘ怩�

提供学級 侈y[ﾘｼ��提供学級 侈y[ﾘｼ��提供学級 侈y[ﾘｼ��

4年 都2���64.5 田B�"�60.8 塔����72.9 

5年 都R縒�67.9 鉄r繧�52.8 鉄B綯�46.6 

6年 塔�絣�71.7 田R縒�58.5 都R�2�63.3 

2 5年度( 1年次)に県平均を下回っていた3つについても. 2 6年度(2年次)は平均以上にすることができた｡

2　25年度カヽらの閤報監

当校の児童の実態として, NRT学力テスト等の結果から基礎学力はおおむね定着していると言える｡しかし,

学習指導改善調査に見られる次のような問題でG弱弓さが見られた

★多くの資料から必要なものを選択し,それを活用して解く問題

★根拠をはっきりさせて考えをまとめる問題

★考えを条件に合った書き方で相手に伝える問題　等

そこで,学び合い活動を通して,思考力や表現力を高め,理解を深めていく児童を目指すこととした

3　26年度剣呑的な胡乱

(l)授業研究を通しての取組(*指導案　別データ参照)

①学習過程の工夫によって.見通しと意欲をもって取り組ませる｡

･当校では･主に算数の授業を中核に職員研修を行ってきた2 6年度は昨年度の流れを受けて, ｢見通しをもっ

て考えながら,主体的に学ぶ力を育む学習樺軌というテーマで研修を進めていく｡学習サイクルの中に｢予

習｣も加えることで見通しと意欲をもたせて取り組ませる｡

(【予習】)⇒ 【教える】 =-> 【考えさせる】 -⇒ 【振り返り】

･家庭学習　･教える　　　･理角砕化

･理解確誰

【再構成･予習】 -



②理解力頓まる学び合い活動を設定していく｡

･ペアやFhJープ･全陣での発表など,児童同士の関わり合いの場を設定する｡さらに,それが効果的な学び合

いの場になるように,課題や発間･指示,話し合いの方法などを考慮していく｡考えのよさや不十分さに気付

いたり,分からないことが分かったり,よりよい考えをつくったりさせながら, ｢層瑚牢が深まるようにする｡

③言語活動を充実させ,数学的な思考力を高める｡

･考えたことを,図や式を使うなどして根拠を明らかにして記述させたり話をさせたりする｡また,学習を振り

返り,分かったことやまだ分からないこと,これから気を付けたいことなどを整理して記述させる｡学びを自

覚させ数学的な思考が深まるように授業を改善していく｡

(2) wo b配信集計システムを活用した蜘善

We b酉鯖集計システムの結果を活かしながら,授業改善の方策をさぐる.解説シートを全担任が教科書に貼

り付け,正答率の低い問題を事前に確羅した上で単元に入るoまた, web配信集計システムの診断問題実施後に

は,各学牢で正答率の高い問題と低い問題の両方から分析し,互いに情報交換できるように一覧表にまとめて,

結果を共有しながら授業に活かしていくo確認問題については,正答率の向上が見られるように全校で補充指導

を徹底する｡

(3)活用力や思考力･表現力を高める同産l頚り組ませる

"多くの資料から必要なものを選択し活用して解く閉園'や`顎拠をはっきりさせて考えをまとめる間好, ,

``考えを条件に合った書き方で記述する間窟'に取り組ませる.授業の中で,理由付けをしながら予想したり検

証方法を考えたりする学習活動を積み重ねるoまた,意図的に条件付けをして記述させる問題を設定し,考えを

記述する経験を積ませるoさらに,各種の過去問題を利用しながら解かせる等も取り入れ,問題に慣れさせるよ

うにする｡

(4)思考力を高めるための日常的な言語活動の充実

①表現力を高めることをねらって,当校独自の｢話し方･聞き方のス*JVJを作成した全教室に掲示し,あら

ゆる学習や活動において活用しながら表現力を高めていくようにさせる｡いろいろな学習の中で,それを使っ

て考えがはっきりするように話したり,友達の意見を聞いて質問したり意見を述べたりする指導を継続する｡

また,今年度は中学校とも連携して,小中連携した話し方･聞き方スキルの試案を作成する｡実践を通しなが

ら改善を加えていく｡

②国語力を向上させるために,次のような指導を継続して行う｡

*国語辞典をいっもそばに置き,すぐ活用できる学習環境を整える｡

*音読の目安を示弟(伊] :各単元1 0回以上は読む,すらすらと5分で読めるようにする｡等)

*読書の時間を大切にし,読書の奨励を行う｡

*年間を通じて,図書館支援員による読み聞カせを実施する｡



4　これまでの戯

(1)Er括

<4年> ･複数の資料を読み取る力が付き　問われていることに適切に答えることができた

･記述問題については,時間内に指定された文字数で記述する問題の正答率が高かった

<5年> ･記述式問題の正答率が高かった自分の｢立軌や｢考えの理由｣をはっきりさせて書くことができた

< 6年> ･制限時間内に指定された文字数で意見文を書く力が身に付いてきたまた,段落構成を考えたり,表記の

決まりを用いて段落分けをしたりすることが適切にできた

･意見の根拠を述べることに加えて,それに対する自分なりの意見も付け加えることができた条件を読み

取り,それに合わせて書く力が付いてきている｡

★文章から読み取る力が付いてきているo読み取りの際には,線を引くなどしで情報を整理することを継続してき

た成果である｡

★複数の資料から読み取ったり選択したりする問題については,授業の中で傾向の類似した問題に取り組ませる経

験を積んできたことが有効であった

★全学年共通して記述問題の正答率が高かったことは,制限時間内に指定された文字数で記述することを授業の中

で取り組ませてきた成果であるo段落構成やその表記の仕方等の基本的なことについても,繰り返して指導して

きたまた･ ｢立軌や｢槻粗を明確にして書くことについては, ｢話し方･聞き方のスキルJを活用した日

常的な指導を継続していることが,書く力にも繋がっていると考えられる｡

★全学年とも無回答率が低いことから,日々の取り組みにより技能とともに学習意欲が高まってきたことカ洞える.

困難な問題にも諦めずに粘り強く取り組んだり,無回答にしないように精一杯力を出し切るようにする等,努力

が感じられる｡

(2)f a

< 4年> ･ ｢二次元表｣の数値が何を表しているのか等の問題の正答率が高かった

く5年> ･ ｢わり算｣の筆算,及坊誤りの説明をキーワードを使って説明する問題の正答率が高かった

< 6年> ･ ｢分軌計算で大きな分数をつくる問題とその根拠の説明がよくできていた

･ ｢割合｣で定価の2 0%を求める問題,及び2 0%引きの代金を求める問題をよく理解して解くことがで

きた｡

★授業研究を通して, (【予習】 ⇒ 【教える】 ⇒ 【考えさせる】 ⇒ 【振り返り】 ⇒ 【家庭学習･予習】句という学

習サイクルを全校体制で継続して授業に取り組んできた成果である0

★We b配信集計システム等を活用し,正答率入り解説シートを全担任が教科書に貼り付けている｡単元に入る前

に正答率の低い問題の傾向を分析して授業改善を図っていることが有効であった

★家庭でのドリノ巧唱を充実させ反復練習させてきたことが,基礎基本の定着に繋がっている｡

★複数の資料から必要なものを選択したり分かっていることを活用したりして解く問題を,授業で意図的に経験さ

せてきた様々な傾向の問題の解き方を経験していることで,多面的な見方や解き方が身に付いてきたとともに,

粘り強く問題を読んで自分なりに解答しようとする態度が身に付いている｡



(3)理科

< 4年> ･電気を通すものと通さないものを正しく理解し,角搭することができたまた,使用する材料や回路など,

自分なりの実験方法を考えることができた

･昆虫の体の色といる場所の関係,クモと昆虫の違いを問われている問題の正答率が高かった

< 5年> ･ ｢もののあたたまり方｣で部屋を速くあたためる方法を問う問題や｢天気の様子｣の問題は正答率が高か

った｡

< 6年> ･ ｢実や種子のできかた｣は,実験の目的からどんな条件をそろえることが必要なのかを問う問題がよくで

きていた｡

★御寺間の目標を明確にし,身に付けさせたい考え方や理科用語などの基礎基本を確実に指導するよう心がけな

★実験では｢めあて｣をはっきりさせて, ｢方法｣や｢予軌を考えたり, ｢結熟とそこから読み取れることを

｢まとめ｣たりする,検証の過程を大切にした指導が科学的な思考を高めることに繋がったまた,生活経験か

ら根拠を立てたり結果を予想したりして,日常生活との関連を図りながら指導したことが有効であった

★活用力を要する問題や筋道立てて考える問題を,授業の中で意図的に経験させ記述させてきた物事の科学的な

見方の定着に繋がったとともに,粘り強く考えて自分なりに角硲しようとする態度が身に付いている｡

5　今後の課題(さらに身に付けさせたい力と方策)

<国吉吾> 

課題及び付けたい力 兩ｸﾟB�

4年 唸巉/�n(*In)��*鎚,x,ﾈ��{�/�ﾊ��･大事な言葉や文に線を引きながら正しく問題文を読み取り,間 

て考えるかを読み取る力 ･構成を考えて文章を書く力 �.ﾘ.ｨ,H*(.�+�,h/�,(*兒R�

･問題の形式(長文を読む､複数の資料から答えを組み立てる､ 

前の問題との関連性を考える等)に一際tさせるo 

･｢初め-中一終わり｣で説明する書き方に慣れさせ,段落を意識 

させる○ 

5年 唳+x*)[h/�<x-ﾘ+�,�+y|ﾒ�Y��;驂ﾘ/�.�+ﾘ+�,I[h�/�ｴﾈ��+r�･基礎となる漢字や言語の力をドリルでの繰り返し学習で身に付 

けるo 

･音読､長い文章の読書を奨励するo 

･意見文を書く経験を｢豊かな言葉の使い手になるためには｣な 

る力 �,x,ﾉ%�ﾋ8,X轌;�+X,H*(*ﾖ��

･教材文から身に付けさせたい文を見つけ,使わせるo 

6年 唳��;驂ﾘ,ﾈ*�.�/�沓閏h��/����･提案の意図に合わせて考えを書く力を付けるo資料を選択した 

く力 �.�<x-ﾘ竧,�+ﾘ.斡ﾈ��+X+ﾘ.�+x.佝��/���-ﾈ+�.薬�

･キーワードを用いて書く力 唸4ﾈ�ｸ8��ｸ6�/�w�*(.�,h*(*H��ﾈ�/�i�+ﾘ+X,H��*ﾙ�ｸ�/�+8+�.��ｲ�

･読み直しを確実に行わせるo"選択した条件を書いていない"`盲 

葉が不足していると分かりづらい"と感じることができるよう 

に,比較を取り入れて指導していくo 



<算数> 

課題及び付けたい力 兩ｸﾟB�

4年 唳Uﾈ*�.ye�4�8�7H/�*�*ﾙ|ﾒ�･｢その他｣を最後に記入できなかったかき方の定着を図る○ 

･正三角形と二等辺三角形の作図 唳[h�/�ｾi��.�,�*ｨ.y<x-ﾒﾈ巉/�Uﾈ+X,H*(.�*��騫ﾘ+X,Hﾖﾈ*h.處ﾒ�

条件 ･算数用語を使って説明する力 �/�WH*�.��ｲ�

･図形の性質から,作図条件を考えることを定着させるo 

･授業の中で｢キーワード｣を用いて説明する経験を重ねるo 

5年 唳[h���,ﾈ�ｩlｩF8環�X齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/�ﾚｨｹ(/�.�,h,���k��･文章題のキーワードに印を付けてから立式させる○図や数直線 

に表して説明させるo 

･文章題の単位にも着目させるo 

･｢まiBJ｢次に｣｢つまり｣などの言葉を使いながら説明させるo 

する力 唸4ﾈ�ｸ8��ｸ6�/�w�*(,I��k�+x.��ｩlｨ/��ﾘ.(ｾ2�

･必要な情報を見付け,資料を整 啝(.�+X��,�.yK�,ﾈ4ﾈ�ｸ8��ｸ6�/�諄*"ﾈ��ｸ馘�,X,ﾉ��k�,ﾈ覈_ｸ,��

理する力 �.�ｫX.ｨ+8+�.薬�

6年 唸��ﾈ�,ﾉWH*(+ﾘ攣��,ﾉn)���ｩlｨ/��･問題をよく読み,条件として指定されていることは何か,前間 

理解し,解き,説明する力 ･定価の求め方を言葉と式で説明 �,h,ﾈ��*(,ﾘ巉*�/�yﾘ��,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

･数字カードなどを使った数づくりなどの問題に取り組ませる○ 

･順序を表す言葉やキーワードなどを使って,筋道立てて説明す 

する力 �.佝��/��,ｸ,H*(*ﾖ���*ﾒ驢(+r���k�+Xﾘx*B��

<理科> 

課題及び付けたい力 兩ｸﾟB�

4年 唸��ц,ﾈｦﾘ�k�*�.�,ﾉWH*ﾘ��ﾈ��･回路から予想し,その後,実験を通して理解を深めるo 

の確かな理解 唳n)��/�.h*ﾙ<x-ﾒﾉ�ﾘ/�.h*ﾘﾊ�.薬�

･虫の体の色といる場所の関係の 確かな理解 唳(�,ﾉ<�*X/���Z�.(����ﾘｭ8/�,ｨ+X,H咥+8*h.薬�

5年 唳¥���,i+ﾉ��,ﾈｦﾘ��,謁ﾘ���Y6Izﾈ*ｩzﾈ.ｨ,�*)yﾙu(/�4丿ﾘ,����･並列と直列の違いをもう一度指導し,図に表したり特徴を説明 

したりさせるo 

･2つの電池が直列につながっている場合,電流の強さが-のと 

明する力 �*ｸ.h.�.�ｺﾘ*ﾘ,�.�+�,h/�Zｨ*�.x+�.薬�

･極のつなぎ方と電流の流れ方を 啌ｸｼ�:�ﾒﾈ耳蒔(ｼ�:�ﾘ,(,�*ｨ,�,H*(,H.�6Izﾈ*ｩzﾈ.ｨ,�*(+�,h/�yﾘ���

関係付けて説明する力 �+8+�.薬�

･直列の回路と電気の向きを関係 唳6Izﾈ,ﾉzﾈ.ｨ.佰ﾈ*ｸ,�.h,�,Bﾈ棈*ｩKﾙ�饑ｸﾏﾈ,��h.�+�,h/�yﾘ��+8+��

付けて説明する力 �.��ｲ�

･条件設定(～なので,～だから)を入れた書き方を指導するo 



･データの処理の仕方

･ふりこの長さと1往復する時間

の関係

･実験の条件設定する力

･花のつくりの理解

･出た値を自分で平均をとり, 1往復にかかる時間を求める体験

をする｡

･実験と知識をつなげてやる必要がある｡ (問題に慣れる｡ )

･予想｢実験一考察の流れをとる｡

･実験の目標から,条件のそろえること変えることを考えさせる｡

･雄花と雌花のある植物,雄花と雌花が一緒の植物の代表的なも

のは印象深く学習させる｡



第4学年1組　算数科学習指導案

平成26年6月26日(木) 5校時

授業者　　教諭　　荒井　達弘

1単元名｢式と計算の順じょ｣

2　単元のねらい

･ ( )を用いた式や四則浪合の式について､計算の順序を知り､計算のきまりについての理解を

深める｡
･式を見て具体的場面を想起したり､説明したりすることができる｡

3　評価規準

【関心･意欲･態度】
･式の扱いに関心をもち､ ( )を使って1つの式に表し､具体に即して式を読み取ろうとする｡

【数学的な考え方】
･式の意味を考え､具体に即して式の意味を説明することができる｡

【技能】
･数量の関係を( )を使って1つの式に表すことができる｡また､ ( )を用いた式や四則混合

の式の計算が正しくできる｡

【知識･理解】
･ ( )を用いた式や四則混合の式の計算の順序をまとめることができる｡

4　期待する児童の姿とその手立て

①既習事項や予習を活用して､()を用いた式や四則混合の式の計算が正しくできるo 

②友だちに説明したり､友だちの考えを聞いたりして学び合い活動ができるo 

③学習の振り返りを通して分かったことや気付いたことを記述し､学習内容を児童自ら確認する 
ことができる○ 

〔手立て〕について

①について
3学年までに加法､減法､乗法､除法の四則計算について､式に表したり､式を読み取ったり

する学習をしてきている0 4学年では､これらを基にやや複雑な数量関係を取り上げる｡まず､

四則の混合した式や､ ( )を使った式で1つに表せるように指導し､計算の順序を理解させる｡

次に､交換･結合･分配の3つの計算のきまりをしっかり身につけさせる｡この計算のきまりを

基に計算を簡単に行う工夫をさせることで､四則に関して成り立つ性質についての理解を深め､

必要に応じて活用できるようにしたいと考える｡

予習に関しては､宿題に位置づけて､次時の行う教科書のページの部分を読んだり､解いたり

させる｡そのことで､児童が見通しをもって学習に参加できるようにしたい｡

②について

自分の考えを｢図｣ ｢式｣ ｢言葉｣で書かせ､整理できるようにする｡また､自分の考えと友だ

ちの考えを比較させながら聞き､友だちの考えで良いと思ったものには､ ㊨と書きノートにメモ

させるo話を聞きながら､付け足しや質問を行い､グループ活動がスムーズにいくようにする｡

学び合いの焦点化は､学び合いで何を話し合えばよいのか教師側で明確にしゴールを示すよう配

慮をする｡



③について

授業の最後に本時の振り返りの時間を設ける｡そこで､本時で分かったことやまだ分からない

こと､気付いたことを書かせる｡書いた児童から発表させ､何を書いたらよいか分からない児童

の参考にさせる｡振り返りの時間を通して､学習内容の自覚をさせ､主体的な学びを促していく｡

5　指導計画(全11時間　本時6/ll)

小単元 �7��ｸ5r�内容㊨教える㊨考えさせる 倬��B�

式と計算の順じよ 鼎ふC��･ことばの式をもとにして､()を使って1つの式に表すo ���

50 啌ｘ/�諄,�,C�,(,ﾈ�,儷ﾈ+ZH賈�Xﾇh螽,ﾈﾚﾈ+h,�+ﾘ�,R�1 

は乗除の計算を先にすることや()をとることを知るo 

㊨()を先に計算するo 

㊨()を使った計算の順序を説明するo 

51 唸*(.ｸ*(.ｸ,杏h螽,ﾈﾚﾈ+h,�,H*(.俾�,ﾈﾇh螽,ﾈ��/�-ﾈ,h-ⅲ�1 

それに従って計算するo 

㊨乗法を先に計算することを知るo 

㊥計算の順序を記して計算の説明をする○ 

計算のきまり 鉄"ﾓS2�･まとめて考える考えと別々に考える考えを統合して分配 ���

法則のきまりをつくるo 
･交換､結合､分配の3つの計算法則があることを知るo 

㊨交換､結合､分配の3つの計算方法があることを学ぶo 

㊨それぞれ法則が成り立つか証明するo 

54 唸ｯ做ｸ,ﾈﾏ�ｫzHﾈｸﾘzIZｩGｨ,ﾉd��X,�,xﾇh螽,ﾈ*ｸ-ﾈ.�/�ﾔ姥b�1 

して活用し､簡潔に計算し､説明するo 

㊨簡潔な計算方法のコツを知るo 

㊨加法の結合法則を使って簡潔に計算するo 

55 唸ｯ做ｸ,ﾈﾏ�ｫzHﾈｸﾘzIZｩGｨ,ﾉd��X,�,xﾇh螽,ﾈ*ｸ-ﾈ.�/�ﾔ姥b�1 

して活用し､簡潔に計算し､説明するo 忠gｸ鰾��

㊨簡潔な計算方法のコツを知るo 

㊨式によって交換法則､乗法の結合法則､分配法則を使つ 

て簡潔に計算するo 

55 唸ｯ做ｸ,ﾈﾏ�ｫzHﾈｸﾘzIZｩGｨ,ﾉd��X,�,xﾇh螽,ﾈ*ｸ-ﾈ.�/�ﾔ姥b� 

して活用し､簡潔に計算し､説明するo 

㊨簡潔な計算方法のコツを知るo 

㊨式によって交換法則､乗法の結合法則､分配法則を使つ 

て簡潔に計算するo 

計算の間の関係 鉄b�･関係図を使って､ロの数を計算で求める方法を話し合い､ ���

情報と除法や加法と減法の関係をとらえるo 

㊨乗法と除法､加法と減法の相互関係を捉える○ 

㊨問題文を読み口を使って問題を解くo 
式のよみ方 鉄r�･黒石と白石の図を見て､3つの式はどの図で考えたもの ���

かを調べたり説明したりするo 

㊨式からどの図で求めるか考えるo 

㊨問題を基に､式の意味を説明するo 

58 唳�ｸ��1 

たしかめ道場 鉄��･学習内容の自己評価 ���



6　本時の計画

(1)本時のねらい

･既習の交換､結合の法則など計算のきまりを工夫して活用し､簡潔に計算し､説明することがで

きる｡

(2)子どもに教えることと手立ての工夫

匪妄る_圭司.数を分けてぴったりの数を発見する. ･( )を使ってぴったりの数にするo

①　学習過程の工夫

単元の指導計画では1時間扱いとなっているが､ 3時間に分けて指導することにした｡交換､

結合､分配法則と身につける内容が多いため､それを一つ一つ児童に丁寧に指導し､考える時間

を与え検討する時間を確保したo Webテストでも､本時の正答率が低いということから､時間を

かけ確かな定着を図りたい｡

②　予習で問題を解かせ､見通しをもって学習に参加させる
4月から算数の時間では毎回授業の初めに3分間予習タイムを行ってきた｡そこから徐々に宿

題-と移行していき､本時では｢教える｣で扱う25×36の計算を解いてくるように指示をす

るo ｢教える｣の問題を予め解かせることで､計算の仕方の確認ができ､分からなかった箇所の理

解ができる｡

また､児童は( )を使うことや､ 100というぴったりの数を作ることを予習で学習してい

ることで､理解深化問題も同じように計算すればよいと見通しをもって計算できるようにしたい｡

③　プリントで穴埋め式に行う
｢教える｣ ｢理解確認｣では､式とどのように計算したか過程をしめす説明を書かせる｡数の分

解の箇所､ ( )を使う箇所を穴埋めにし､本時のめあての計算のきまりに注目させたい｡また､

ノートに~から説明を書かせては時間がかかるため､穴埋め問題とした｡時間の短縮ができ､ ｢教

える｣をスムーズに効率よく行うことができると考えるoまた､一貫して同じ説明を書かせるの

で､説明の話形にも繋げたい｡

(3)子どもに考えさせることと手立ての工夫

考えさせること ･計算のきまりを使って､暗算で簡単に解くための計算の仕方を考えさせる｡

①　計算のきまりに重点を置いた理解深化問題

本時で行う理解深化は､ r50元可である｡この間題では24の分解が｢2×1 2｣､ ｢4×6｣

などの分解ができる｡分解の仕方が違っても50とかけ合わせると100や200､ 300とい

ったようなぴったりの数になる｡ぴったりの数を作るには､ ( )を使う計算のきまり､数の分解

の工夫が必要である｡そこに重点を置き､児童に意識させたい｡

②　ヒントカードの活用

問題を暗算で簡潔に速く解くように指示をするが､そのやり方が分からない児童には､ヒント

カードを出す｡計算でつまずく場合と､説明をどのように書けばよいかの分からない場合の2通

りが考えられる｡そこで､それぞれの場合のヒントカードを用意し､つまずいている児童にはヒ

ントカードを渡し､それを手がかりに考えることができるようにする0

③　学び合いの焦点化

本時のねらいにもあるように計算のきまりを使って簡潔な計算方法を考える時間であるので､

児童に｢( )を使って簡単に速く計算する方法を話し合いましょう｡｣と伝える｡ただ自分の考

えを発表させるのではなく､友だちの考えも聞き｢簡単､速く｣というテーマで学び合いをさせ

る｡そうすることで何を全体発表の材料としていいのかが明確になり､話し合いの焦点化が図ら

れると考える0本時の場合､意見がいくつか出ることが予測される｡どの意見もぴったりな数に



して簡単に速く計算できていれば､無理に一つに絞らなくてもよいこととし､いくつも考えを出

させてよいこととした｡

全体で最後にまとめるときには､計算のきまり‡( )を使う)を使うことがどの式にもあると

いう共通点があることを発見させるo ( )を使うことで､ 100や200､ 300という数を作

って計算することができる利点を伝えたい｡

(4)本時の展開

学 習 倬��学習活動 儷ﾘ廁,ﾈｬ�5��ﾒ�

間 剽ｯ意点. 

予 習 --bL え る 8 ��○25×36を計算してくるo 唸���,h+X,Iuﾈ��

家で教科書を読み､問題を解いてくるo �+X,H*�*ﾒ�X髯;h,i�驢(+X,"�,*Hｻ8踪益�ﾈ,Y���-�,H*(*ﾘ�｢�Yn)��,ﾘ7h8ｨ986r�

敬 ス_ る ��ｩgｸ鳧,ﾈ-�*�,H/�&ﾘ.薬�

k=めあて>くっつき法則を使って､簡単に速く計算し､説明しようo 

｢今日も筆算を使わずに暗算で簡単に速く計算しましようo｣ 

分 �<予習>(25×36) �/�,�+ZHﾈｩhH-�,��

25×36-25×(4×9) �+x.薬�

-(25×4)×9 唸ｦy�X7h8ｨ986xﾆb�

-100×9 俾b�

-900 唳Zｨ��/�+x.��H鬚�

○ポイントの説明を聞く○ �,��Hｭｸ,X6�4h6(4��

25×4-100であることを考えましたo �+x.��｢�S#X,ﾚCH/�*��*�.�,c���,�,��.�+�,h/�ｺﾙ+(+r�.��｢�Rｘ/��8�+8+��.�+ﾘ-�,��H7�98,R�,�+ﾈ.x+�.薬�

まず､36は､4×9にできると考えましたo 

次に､25×4を先に計算するために､()を使い 

ました○ 

最後に､100×9の計算をしましたo 

匡至≡∃ 
･ぴったりの数を発見するために､数を分けるo 

･()を使って計算する○ 

7 凉ﾒ�○確認問題をするo 唸ﾈｩhH-�7h8ｨ986r�

分 弌��<課題1>28×25 �,�+x.薬�

確 認 �#���#Rﾒベ�紕���#R�◎簡潔な計算の仕 

-7×(4×25) 兩ｸ/�yﾘ��+ZHﾇh蠅�

-7×100 �+x.�+�,h*ｨ,X*ｲ�

-700 �.薬�

○ペアで計算の仕方を確認し合うo 宙ｯxｭH轌;�H7h8ｨ92�

○全体で答え合わせをするo �6xｴﾈ����Xﾈｸﾘyd��X,�.h.械�ォ��#R�/��b�

4×25-100であることを考えましたo 

まず､28は､7×4にできると考えましたo �,佗h螽+x.�,hｬ�%��

次に､4×25を先に計算するために､()を使いま �,佗h螽,X*ｸ.處x+2�

した○ �/�ｺﾙ+(+x.薬�

最後に､7×100の計算をしました○ 



考 ゝ え さ せ る 2 5 分 凉ﾒ����ﾈ��峇�○課題2を解き､簡単な計算とその説明をノートに書くo 劒XｯxｭH轌;�/�+ZB�

(課題2)50×24 劍ﾜ��蔚ﾈ,�6�4h6(4��/�+x.��｢�X,�*�,�*佗h螽*｢�,X*ｸ,�*(��,�,ﾚB�7�986x4ｨ�ｸ6�/�6��+v���ﾘﾔ姥h+X,Hｬ以�,��ﾇh螽+ZI��k�*ｨ���*�,H*(.薬�葦xｭH轌;�H6ﾘ�ｲ�6xｴﾈ����XｦX4�8ｸ�ｸ7h,倩b�/�GｩWｨ+ZHﾇh螽/����*�+�.薬���k�,ﾒ�

●50×2-100であることを考えました○ ��"�

･まず､24は､2×12にできると考えました○ 

･次に､50×2を先に計算するために､()を使いましたo 

･最後に､100×12の計算をしましたo 

50×24-50×(2×12) 

-(50×2)×12 

=100×12 

=1200 

50×24-50×(6×4) 

-(50×6)×4 

-300×4 

=1200 

50×24-50×(4×6)50×24-50×(8×3) 

-(50×4)×6-(50×8)× 剌曹ｩないo) 

=200×63 勍机間指導をし､ 

=12nn-400×3 劍bし合いが停滞し ているところに入 り､ポイントを確 

○班で話し合いをするo 
｢これから班で話し合いをします○()を使って簡単に速く計算す 剩Fする〇 ･同じ式ごとに分 

方法を出し合いましょう○そして紙に書きましょうo｣ 

○全体発表をするo 
｢100を作った考えから発表しましょう0-班お願いします○｣ 凾ｯて貼り､視覚的 

〇本時の計算のきまりに気付くo 凾ﾉ捉えやすいよう 

｢今日のめあては､計算のきまりを使うことですね○今日使った計 凾ﾉする○ 

のきまりどれですかo｣(掲示物に目を向けさせる) 勍発表で用いたぴ 
･｢くっつき法則｣ですo 凾ﾂたりの数に印を 

｢『くっつき法則』で()を使うことで100や200､300と 剳tけたり､掲示物 

つたぴったりの数がつくれますねoそうすると速く計算できま 凾�Q考にさせたり 

ね○｣ 凾ｵて気付かせるo 

振 俾��ﾌ��H��幵�○今日の学習で分かったことやまだ分からないこと､気を付けたいと 劒X��*(+ﾘ髯;h*�.r�
り 剋vったところを書くo 劔JﾙUﾈ+8+�,H*(*ﾖ��

近 ら せ 勍まとめる法則を使ってぴったりの数を作ると簡単に計算できますo 

･ぴったりの数になるように数を分けるのが難しかつたですo 

る 5 分 凵寰沁桙ﾌ予習するところを伝えるo 

(5)本時の評価

◎簡潔な計算の仕方を理解し､計算することができる｡

(机間指導､プリント記述)

◎工夫して簡潔に計算し､説明が書けている｡

(机間指導､ノート記述)



(6)板書計画

(7)資料

復習用

32×50- (　×　) ×50

× (-×50)

×

予習用

99×56- (100-　) ×56

×56-　　　×56

●×-_00であるこ 

とを考えましたo 
･まず､36は､×にで 

きると考えましたo 
･次に､×を先に計算す 

るために､()を使いましたo 
･最後に､×の計算 

をしましたo 

･まず､99は､100-にでき 

ると考えましたo 
･次に､56をとにかける 

のに｢ふりかけ法則｣を使いましたo 
･最後に､の計算をしま 

した○ 



25×36-25× (　×　)

- (　×　) ×9

×9

28×25- (　×　) ×25

-× (-×25)

-7×

ヒント巾-ド

計算用

50×24 蔦S��竏���"��

-(50×)×12 

×12 

25×　　　　-100であるこ

とを考えました｡

まず､ 36は､　　×9にでき

ると考えました｡

次に､ 25×　　　を先に計算す

るために､ ( )を使いました｡

最後に､　　　×9の計算をし

ました｡

×25-100であるこ

とを考えました｡

まず､ 28は､ 7×　　　にできる

と考えました｡

次に､　　　×25を先に

計算するために､ ( )を使いまし

た｡

最後に､ 7×-の計算をしま

した｡

説明用

50×-100であることを考えまし 

たo 

まず､24は､×12にできると考え 

ました○ 

次に､50×を先に計算するために､ 

()を使いましたo 

最後に､×12の計算をしましたo 



4学年1組　算数科　授業の考察

授業者　荒井　達弘

1.成果

(1)学習過程の工夫によって･児童が見通しをもって主体的に課題に取り組むことができたか｡

4月から算数の時間では､毎回授業のはじめに3分間予習タイムを行ってきた｡教科書の大事な

ところと読んで分からないところに線を引かせた｡

そこから徐々に宿題-と移行し､本時では｢教える｣で扱う25×36の計算を予習として解い

てくるように指示をしたo穴埋め形式にし､解けるところだけ解いてくるように伝えた｡ ｢教える｣

の問題を予め解かせることで､計算の仕方や､分からなかった箇所の確認をした上で､授業に入る

ことができた｡予習段階で理解していたのは3割ほどであった｡予習してきたことを事前に確認し

たことで理解度の把握にも繋がった｡

また､児童は( )を使うことや､ 100というぴったりの数を作ることを予習で学習してきた

ことで､理解確認問題や理解深化問題も同じように計算すればよいと見通しをもってその後の課題

解決にあたることができた｡

さらに､ ｢教える｣段階がスムーズに展開し､その後の理解深化問題-の自力解決､学び合い活

動の時間が十分に確保された｡

(2)学習のねらいに迫るための学び合い活動が効果的に設定されていたか｡

自分の考えを発表するだけではなく､友達の考えも聞き｢簡単､速く｣というテーマで学び合い

をさせたいと考えた｡本時は､計算のきまりを使って簡潔な計算方法を考えることがねらいなので､

児童には｢( )を使って､簡単に速く計算する方法を話し合いましょう｡｣と指示した｡班の話し

合いの中で｢簡単｣ ｢速く｣というワードをたくさん使う姿が見られた｡しかし､ ｢簡単､速く｣と

いうテーマでどの考えも当てはまる班があり､どれが1番良い考えか一つに絞ろうと迷っていた｡

そこで､教師の方でテーマに当てはまればいくつも

出して良いことを指示した｡すると､いくつも多様

な考えを班の中で紹介し合い､全体の場でも紹介で

きた｡児童の中にも視点が明確になるものはいくつ

も良いことが分かって､スムーズに進行していた｡

したがって､学び合いの視点を設け補助することは

有効であったと考える｡

学び合い活動では､児童はスキルに基

づいて気を付けて話したり､聞いたりし

ていた｡また､学び合いの視点を決めた

ことにより､児童は何を中心に話し合っ

たらよいかを明確にして学び合い活動を

行うことができた｡ ぎ吐止聖竺塑

書目/:Lo)圭hl･- --(

抽封/-T乱た恩赦
d) -E=:;私声収･,--(諸用

F)がIjl JjフJこ免t/-TLl



(3)自分の考えを表現しながら課題に取り組み､理解を深めることができたか｡

本時で行う理解深化は､ 50×24であるoこの間題では24を｢2×12｣ ｢4×6｣など､

複数の方法で分解ができる｡分解の仕方が違っても50とかけ合わせると1 00や200､ 300

といったようなぴったりの数になる｡ぴったりの数

を作るには､ ( )を使う計算のきまり､数の分解の

工夫が必要であることを児童に意識させた｡実際に

分解するとことに印を付けさせ､意識を向けさせた｡

また､前時までにプリントを通して｢4×12｣や

｢2 0×5｣などぴったりの数になる式を考えさせ本

時に臨んだ｡

本時で分解をさせたら､以下のようになった｡

分解した式 滴�綯�6×4 嶋��2�2×12 

人数 ��"�5 澱�1 

表のように2 4の分解の仕方は多様にあるので､

班ごとに考えも様々であった｡学び合い活動では

自分とは違う考えの友達もいることで､他の考え

も学べる良い機会となった｡ 100というぴった

りの数を作るだけでなく､ 200､ 300といっ

た多様な考えが出て､ ｢簡単に､速く｣といったね

らいに迫ることのできる問題となった｡

2　課題

(1)話型の提示の工夫｡

モデルを提示したことにより､理解するのに時間を要する児童にとっては､話型が示してあると

それを見本に書くことができるなど､有効であった｡ただ､話型が統一されると説明の多様性とい

う点が乏しくなり､児童自身の創意工夫をもった説明が聞かれなかった｡よって説明文が統一化さ

れて児童本来の意見が出なかったことが課題である｡さらに､理解が深まっている児童にとっては､

物足りなさを感じる提示となった｡モデル提示は良いがヒントカードにするなど使い方の工夫が必

要であった｡

(2)計算の手順に目を向けさせることの重要性

本時のプリントでは､穴埋めがほとんどであったため､児童は穴埋めの数字､言葉を埋めること

に意識がいきすぎて計算の手順にまで考えが及ばなかった｡理解しきれないまま理解深化問題-進

んだため､つまずく児童が多かった｡一緒に計算式を書かせ､解説しながら計算の流れを伝えてい

くべきであった｡



第4学年2租　算数科学菅指導案

平成26年9月29日(月)第5校時

授業者　教諭　前田　芙美子

1　単元名　｢面積｣

2　単元のねらい

面積の概念を理解し､面積の単位cd､ m2､ kd､ a､ haを知る｡

また､長方形や正方形の面積の公式を知り､それらを求めることができる｡

3　指導計画(全10時間　本時6/ll)

小単元 �7��ｸ5r�内容 倬��B�

課題設定 塔"ﾃ�2�･花壇の広さ比べによる面積の動機づけ ���

面積 塔Bﾃコ�･面積の概念1CⅠ丘の量感 ���

(面積､cdL平方センチメートル) 

86,87 唳+y_ｸﾆ�,i�9_ｸﾆ�,ﾉlｩ��,ﾈｸ�-�ｸ,hﾏh�4ｹw����1 

88 售�ﾓ(,ﾉyﾘ���*I[ﾙ_ｸ8��ｸ6x8ｲ��1 

89 啖ﾓ(,f6H,ﾈｭhﾅr�1 

89 唸�8,h��,Y+x+8,ﾉ%�肩,ﾈ��*Ilｩ���1 本時 

90 售�ﾓ(,ﾉlｩ��,8*ﾘ.ｉ|ｨｫB咾�ﾓ(,ﾉlｩ��+8*ｨ+R�1 

面積の求め方 の工夫 涛��･L字型の図形の面積の色々な求め方 ���

大きな面積 涛"�･1km2の理解､km2とm2の関係 ���

93 售��C���,ﾉyﾘ���F��,fﾓ(,ﾈｭhﾅr�1 

たしかめ道場 涛C迭�基本のたしかめ ���

4　本時の計画( 6/11時間)

(1)本時のねらい
･長さの単位が異なる場合の長方形の面積を工夫して求めることができる｡

(2)教えることと手立ての工夫
･単位をそろえて計算することを教えるために､ cdとm2の個数の計算はできないこと

を図に示して見せる｡
･単位をそろえるためには､mをcmにする-公式を使って式を立てる-答えを出す(cd､

m2)の手順をおさえる｡

(3)子どもに考えさせることとその手立て
･｢どちらの面積が広いでしょうかo｣と問うことで､ 2つの長方形の面積を出し､比

べればよいことを考えさせたい｡
･班で話し合うことで､自分の考えと同じ所や違う所を見付けたり､分かりやすい説

明を考えたりさせる｡



(4)本時の展開

学習段階 刳w習活動◎評価の観点.留意点 

敬 �;�?ﾂ�○めあてを書く0.予習の問題は､ 

;こ ����｢たてと横で長さの単位がちがう長方形の面積 �(+ﾘ,CS�6ﾚH��&ﾘ,ﾉ+y_ｲ�

る 兒｢�を求めよう○｣ 佝�,ﾈ6X�ｸ7X8ｸ,ﾉlｩ��/�ｸ��
○課題1を読んで､解き方がわかる○ �-�.h*F�2�Vﾘ/�6ﾘ,兔�*h.坪ﾏh�/�誡�*Bﾖ6H,Y9ｨ*h/��+x-ﾈ,R�,ﾈ訷�/�ｻ8*h.��｢�Y�ﾘ/�諄,�,JI%�肩*ｨ��*B�

たて50cm､横2mの長方形のテーブルの面 

積を求めよう○ 

○誤答例の間違いの理由が分かる○ 
･50×2-100100nfはまちがいo 

･50×2-100100cdはまちがい○ 

･単位が違うから､かけることはできないo �*�.x*�*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ,��

･単位をそろえるためにmをcmに変えるo �*(+�,h/�yﾘ��+8+�.��ｲ�

2m-200cm 

50×200-1000010000CⅠ丘 唸6ﾘ�ｸ6x,俑�?ｨ,ﾈ7ﾈ48986r�

(1nf) �/���*�+�.薬�

⑳面積を求めるときは､長さの単位をそろえるo 

た し か め る 凉ﾘ���ｦﾙDb�○課題2の確認問題を行うo 唳�ﾈ*ﾘ��*�+ﾘ.zI��k�/�ｴﾂ���+8+�.薬�

たて150cm横4mの長方形のかべの面積 
10 分 ��#ﾘ�ﾂ�/�ｸ�-�.h*F��･ペア同士で自分の考えを 伝え合わせるo 間違い例(150×4, 

･4m-400cm 

150×400-6000060000CⅠ丘 ��S��紊��,ﾈﾇh螽ｭB�

(6m2) ��**I%�肩,ﾈﾎｹ9｢�,�,r�/�ｦﾙDh+X+ﾘ.芥ｻ8*hﾘx,��+ﾘ.�+8+�.薬��ﾖﾘ/�6ﾘ,�+ﾈ+X,Ilｩ��/�ｸ��-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ*��

考 ス_ さ せ る 凉ﾘ���○課題3の理解深化問題を行うo(スペシャル間 ��｢�X齷|ﾘ��ﾈほLx,X,ﾉ�(+Xﾘr�

深化 20 分 ��ｒ�い-画用紙に班の考えを 書く-全体で検討 ･班での話し合いの観点 

どちらの面積が広いでしょうかo 

書芸言喜nm:慧芸T冨雷cf雷宗空言冨震0% 俾鶇ﾇh螽,ﾉ9ｨ*jI%�謙B�,x+�.x*ｨﾔﾈ*(*�,ﾉ9ｨ*b�Zｨ*�.�.(+x*)��k��Y�9�ﾈ,X,ﾈﾉ�:(,ﾈｬ�5��:�+hﾖﾈ*jH��*Hﾖﾈ*b�

(み3×4-1212m2 

300×400-120000CⅠ丘(mB) 盲(,X,ﾉNHｧ*D8uHｷX,X,ﾉNHｧ"�

@5m-500cm 唳%�肩/�+ｸ.ｸ*h.�+�,h,ﾈ.b�
500×180-90000cd(9m2) �+8/�ｦﾙDh+x.薬��ﾙ%�肩/�+ｸ.ｸ*h,C(,(,ﾉl｢���/�NH-x.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾒ�

④は､12m2(120000chH､⑧は､9m2 

(90000CⅠ丘)だから､Aの方が広い. �*薬�

ふ り 俾侘��○今日の学習の振り返りをノートに書くo理解 唳Zｨ*�,�+ﾘ+�,h.)>�+X*�,"�

評価 �7�,ﾉ�H鬨/���*(,H*�.zHｫI�ｨ/���*ﾖ��たこと､説明の仕方など 

か 迭�Z｢�･面積を求める時は､長さの単位をそろえてから �,�,(*(,I�X.云H.�/���*��+�.��ｲ�

ス_ る 剏v算すればよいことが分かったo 

･CⅠ丘をm2に直すことが難しかつたo 

(5)本時の評価 

単位をそろえて面積を求めたり､比べたりすることができたか｡



昼増量準(9)



第4学年2組　算数科　授業の考察
授業者　前田　芙美子

1　成果

(1)学習過程の工夫によって､児童が見通しをもって主体的に課鹿に取り組むことがで

きたか｡

①予習で課題1に取り組ませ､事前に教師が見取って教えたことで児童は見通しをも

って学習することができた｡

｢たて50cm､横2mの長方形のテーブルの面積を求めよう｡｣の児童の予習の

記述を事前に確認した｡半数の児童が単位をそろえること無く50×2-100だ

から100cdi､または100m2と答えていた.そこで､この誤答例を提示して間違

いを見付けさせ､本時のめあてである縦と横の単位が違う面積を求めるには､単位

をそろえないといけないことに気付かせることができた｡

②教える段階で､説明の順序を示したことで､確認問題を解くことができた｡

｢まず､ m-cmJ ｢次に､面積の公式｣ ｢だから､答えは｣の順序で面積を求める

ことが分かり､児童は立式したり説明を書いたりすることができた｡

(2)学習のねらいに迫るために､学び合いの活動が効果的に設定されていたか｡

各グループの考えは､次のようであった｡

(m2で比較)ア

(cI丘で比較)

(m2とcd両方で比較)



① ｢理解深化問題｣を2つの面積を比較する問題にしたことで､児童の学びの意欲が

高まったと考える｡

｢理解確認問題｣は､課題1の問題と同じようにmをcmに直して計算する問題であ

った｡ ｢理解深化問題｣では､単に｢面積を求めましょう｡｣という問題ではなく､

2つのそれぞれの面積を出し､単位換算をしてどちらが広いのかを求める問題であ

った0　2つの面積を比較するために､単位換算しながら解き進める問題は､児童の

学びを深めることができたと考える｡

②自力解決から班での話し合いの過程によって､班全員で解決できたという達成感を

味わわせることができた｡

(3)自分の考えを表現しながら課題に取り組み､理解を深めることができたか｡

自力解決一班での話し合い-画用紙に書く-全体で検討するという段階の中で､

自分の考えをノートに書いたり班のみんなに説明したりすることができた｡ ｢まず､

次に､そして､だから｣という順番のキーワードを使いながら､指でさして説明が

できるようになってきた｡また､わからない児童は､ ｢式まで書いた｡この後どの

ように比べたらいいのかわからないo｣と言えるようになった｡そして､班の友達

の考えを聞いて､ノートに書いていた｡

｢指さしながら自分の考えを説明｣

2　課題

(1)単位換算の教え方について

教える段階で､ ｢たて50cm､横2mのテーブルの面積は､単位が違うから50×2

にはならないo｣ことをとらえさせようと､図を使って説明したが､児童は理解できず､

振乱してしまった｡単位換算は､児童にとって難しいものであった｡混乱せず､順序よ

く解いていくことを教えるために､ ｢150cmx4mは､ 150cmx400cmと単位を付

けて立式し､ 60000cdJ ｢cmを2回かけるのだから､ cdだね.｣と分かりやすく板書

することが必要であったoまた､前時までに､単位の読み方､書き方の徹底指導､ 1cd

1m2の関係(1m-100cm､ 1mxlm-1m2､ 100cmxlOOcm-10000cd)

ということをしっかりと身に付けておかなくてはいけない｡前時までの既習事項の徹底

指導が必要であることを改めて強く感じた｡



(2)グループでの学び合いについて

教える段階と確認問題の所で時間を取り過ぎたために､理解深化問題のクラス全体で

の検討や振り返りの時間がとれなかったoクラス全体の検討では､教師が､ rm2での比

較｣ ｢cdでの比較｣ ｢cdとm2の両方での比較｣の3つの考えに分類するだけで終わってし

まったoもっと分かりやすく端的に教え確認問題を行わなければならない｡そして､自

力解決から班での話し合いに移るタイミングの見取り方､ 6つの班の考え方の比較検討

の仕方などを事前に考えておかなくてはならないと感じた｡クラス全体での検討時間を

十分に確保して､単位をどのようにそろえてAとBの面積を比べたのかという焦点付け

た学び合いができるようにすべきであった｡

(3)解答の書かせ方について

前述した<m2で比較>したりのグループは､ AとBをm2で比較し､さらに､どちらが

どれだけ広いか12-9-3と引き算をして､ Aの方が3m2広いと答えていた. 2つ

の面積を比べて､ ｢どちらが広いでしょう｡｣という問題であったが､どちらがどれだけ

広いのかを出す式の説明もさせながら､そのことにもふれると､さらに､学びが深まっ

たと考える｡

(4) 0の付く筆算の方法について

本時では､単位換算ができ､正しく立式して180×500と書いてもoの数を間違

えて計算する児童がいた｡ 0がたくさん付くかけ算の筆算の合理的な計算のやり方を指

導し､確実に答えが出せるようにさせたい｡

1

1 8:0
1

×　　　5:00

J

90:000



第5学年1組　算数科学晋指導案

平成26年10月9日(木) 5校時

授業者　　教諭　岡田　優子

1単元名　｢面積｣

2　単元のねらい
･三角形や平行四辺形などの面積の公式を理解し,公式を使って面積を求めることができる｡
･四角形の面積を三角形分割の考えで求めることができる｡

3　評価規準
【関心､･意欲･態度】
･既習の面積公式をもとに,三角形や平行四辺形などの面積を求める公式を進んで見出そうとする｡

【数学的な考え方】
･既習の面積公式をもとに･三角形や平行四辺形などの面積を工夫して求めたり,公式をつくることが

できる｡

【技能】
･三角形や平行四辺形などの面積を求める公式を用いて,面積を求めることができる｡

【知識･理解】
･三角形や平行四辺形などの面積の求め方を理解する｡

4　期待する児童の姿とその手立て
本単元において期待する児童の姿は次の通りである｡

①既習事項-帰着した考え方を通して,三角形や四角形の面積を求める公式を理解し,面積を求めること ができる○ 

②底辺.高さ.対角線などの関係を理解し,必要な長さを調べながら面積を求め,自分の考えを説明した り友達の考えを聞いたりして,学び合うことができる○ 

③学習の振り返りを通して,分かったことや難しかつたことを記述することができるo 

<手立て>
(丑について

求積公式は,一人一人の児童が,既習事項を生かしながら,自分のアイデアで作り上げていけるように
するo三角形や四角形の面積を長方形や三角形に変形するなどして,いろいろな方法を出し合いながら,
求積公式の意味を確かにしていきたいoまた,立式後にどうしてその公式で求められるのか説明させるな
どして,理解の程度を把握していく｡

(塾について

底辺と高さは固定的なものでなく, 1つの辺を底辺と決めたとき,その底辺に垂直に交わる線の長さを
高さと決めるのだと理解させていく｡ ｢底辺｣ ｢高さ｣ ｢垂直｣ ｢面積を求める公式｣などのキーワードを使
いながら,必要な長さを調べながら面積を求める式を導き出していけるようにする｡全体で確認する場面
では,児童の発言の続きを考えさせたり復唱させたりして,その考えを全体に広めていく｡また,ねらい
に迫るための必要な児童の声にしっかりと耳を傾け,児童の声をとらえ,教師がコーディネートしながら
考えの共有化を図っていく｡

(卦について

学習の最後に｢まとめ｣として･学習の振り返りを書くようにしている｡書かせる観点は, ①自分の考
えの変化②大切だと思った内容③良いと思った友達の考えである｡学習の振り返りを書くことで.一人一
人の学習内容の確認ができるし･定着にもつながる｡また,算数用語を使って書くことにより,数学的な
思考力や表現力を高めることにもつなげていくD



5指導計画(全13時本時7/13時間) 
小単71: 1三角形の面積 ノ′一 �7��ｸ5r�学習内容序亨習敏敵える屠舞えさせる 倬��B�

2-4 唳+ﾈｧ�ﾘｧ�ﾆ�,ﾉlｩ��,ﾈｸ�-�ｸ/�yﾘ��+x.薬�1 

5 唸自Lｨ,ﾂﾘｧ�ﾆ�,ﾉlｩ��,ﾈｸ�-�ｸ/��h��,俟ﾈ*bﾉ��k�+x.薬�1 
二角形を面積の分かる形に変形して求積することが分かるo 

角三角形の変形の仕方を考え,説明することができる 
6 唸蓼ｧ�ﾆ�,ﾉlｩ��/�ｸ�-�.佰h�/�ﾖﾈ*h.柳��1 

三角形の面積を求める公式を知るo 
公式に当てはめて多様な三角形の求積の仕方を考える 

7 ��｢�X貶ｧ�ﾆ�,ﾉlｩ��/�蓼ｧ�ﾆ�ZｨｨH,ﾈﾖﾈ*i_ｸ/�w�*(,Hｸ�-�.薬�1 

㊧甲角形を三角形に分割し,必要な長さを測って求積することが 
分かる 

㊧四角形を三角形に分割する考え方を用いて,四角形の面積の求 
め方を考えるo 

2平汀四辺形の面積 唐ﾓ��･平行四辺形の面積の求め方を色々に考え,話し合うo ���
′行四角形を面積の分かる形に変形して求積することが分かるo 

習事項を用いて平行四辺形の求積の仕方を考え説明すること 
ができるo 

10 唳[ﾘﾗ8賈]8ﾆ�,ﾉlｩ��/�ｸ�-�.佰h�/�ﾖﾈ*h.薬�1 
､′行四辺形の面積を求める公式を知るo 

＼式に当てはめて多様な平行四辺形の求積の仕方を考える 

3いろいろな三角形 免ﾂ�0 ･高さが外にある三角形や平行四辺形にも,面積を求める公式が ���
･四角形の面積 剴K用できることを理解する○ 忠gｸ鰾��

高さが図形の外にもあることが分かる○ 
高さが外にある図形の求積の仕方を考えるo 

12 唳�Hﾆ�,ﾉlｩ��,ﾈｸ�-�ｸ/�ﾖﾈ*bﾉlｩ��/�ｸ�-�.佰h�/�yﾘ��+x.薬�1 

ロ形の面積を求める公式が分かるo 

習の考え方を使って台形の求積の仕方を考えるo 
13 唸-�+Xﾆ�,ﾉlｩ��,ﾈｸ�-�ｸ/�ﾖﾈ*bﾉlｩ��/�ｸ�-�.佰h�/�yﾘ��+x.薬�1 

し形の面積を求める公式が分かるo 
考習の考え方を使ってひし形の求積の仕方を考える 
14 ���Xｧx�>�vX/�ｦﾘ��,��x,�,(*�.薬�1 

4面積の問題 ��R�･三角形の求積公式の高さや底辺を変えたときの,面積との関係 ���

を調べるo 

Rさが順に変化するとき,面積の変化の様子が分かる○ 
一角形の高さや底辺と面積の関係を考えるo 

16- 唳lｩ��/�ｸ�-�.倡xｯh,ﾈﾆ�,�(Ymｨ+Rﾈ�,ﾉUﾈ+x�9j�/�ｾ��ﾈ,��h+X,B�1 
17 ��h��,�<x-ﾘ竧.薬�

と図を結びつけて考えることを知るo 
考亡の表す意味を読み取ることができる 

たしかめ道場 ����0 ･学習内容の理解を確認するo ���

6　本時の計画

(1)本時のねらい
高さが外にある三角形や平行四辺形にも面積を求める公式が使えることを知り,底辺と高さの関係に着目
して三角形の面積を求めることができる｡

(2)教えることとその手立ての工夫
し_教えること｣高さが図形の外にある三角形及び平行四辺形の高さの見つけ方o公式を使った面積の

求め方｡

①予習で問題を解かせ,問いや見通しをもつ
算数の学習では,予習をして授業に臨むようにしてきた｡本時では｢教える｣段階で扱う"高さが図の
外にある図形の高さ"を見付けてくることを指示する｡ ｢高さが見付けづらい｣ ｢今までと違う形の図形に
も公式が使えるのか｣という｢問い｣が生まれ,本時の学習の見通しがもてるものと思われる｡



②視覚に訴えて理解を図る｡
底辺が等しく高さも等しければ面積も等しくなることや,高さが図形の外にある場合について,様々な
教具を用いて,視覚に訴えて理解を図っていく｡
また･底辺を青線,高さを赤線でなぞらせることによって,児童が正確に理解できているか確認してい
くo説明するときも図を用いながら話す(見える説明)ようにさせ,図や式･言葉を使って説明すること
によって理解を確実にしていく｡

(3) 子どもに考え
考えさせること

させることと手立て
様々な情報の中から底辺や高さを見付け,必要な数値を用いて三角形の面積の立式
をする｡

①誤答の多い課題を理解深化問題に設定する
H25webテストH26NRTでも本時の正答率が低い.それは,次のようなことが原因であると考
えるo ①高さが図の外にある三角形や平行四辺形でも面積を求める公式が適用できる,ということは理解
していても･少し変形した図形になるとその図から底辺や高さを定めることができない｡ ②三角形や平行
四辺形は底辺が等しく高さが等しければ面積も等しくなる,ということは理解していても,色々な場面で
結び付けて考えることができないoよって･必要な知識を身に付け,活用する力を養うために,本時では
理解深化問題にH 2 5 webテストの達成率が低い問題を取り上げ,しっかり考えさせていきたい｡

②ホワイトボードの活用
一人一人の気付きや考えを互いに共有できるように,ミニホワイトボード上で操作しながら課題を考え

ていけるようにするoまた･ミニホワイトボードを黒板に掲示して,グループで話し合った考えを学級全

体で比較検討したり,結果の共有を図ったりする｡

③キーワードを用いた説明
理解深化問題の問題解決場面では･自分で考えたやり方を図を使って説明することができるように,
｢底辺｣ ｢高さ｣ ｢垂直｣ ｢三角形の面積の公式｣をキーワードとして説明することを確認するO果板,ミニ

ホワイトボードにも上記のキーワードを示しておき,いっでも確認しながら説明できるようにしておく｡

④視点を明確にした話し合いの指示
｢なぜそこが底辺と高さになるのか理由を話し合いましょう｣など,話し合う視点を具体的に示す｡ま

た･誤答を生かして児童の考えを揺さぶったり,共通点や相違点を整理するなどして,児童の思考を整理
していく｡

(4) 本時の展開
学習段階 ○学習活動 ( ･教師の働きかけ ◎評価の観点

○　高さが外にある図形の,高さが

面積も求めてくる｡
どこであるか印を付けてくる｡

｢予習で分かりにくかったところはどこか｣確認し, ｢高さが

図形の中にない場合はどうやって面積を求めればいいのか｣
という問いをもたせる｡

酸汝1構辺と高さを矧寸けて面鞘を求めようn I
O Lp-■′I　　　　　　　　　　●　利沖弓形

〇本暗のめあてを知る( 
<めあて>高さが外にある三角形や平行四辺形の面積の求 

め方を考えよう∩ 

○　公式に当
<課題1>　アの三角形とイ

てはめて求めよ
S　アは,高さが6cmだから4×6÷2-12

S　イは,高さが4cnlだから3×4-12

p.11①ア･イは,図を

印刷したものをノートには
り,予習させておく｡

頂点から底辺に垂直に引い
た直線の長さを｢高さ｣と

すること(三角形),底辺
と平行な辺との間の幅を
｢高さ｣とすること(平行

四辺形)を確認しながら高
さを見付けさせる｡

底辺は青色,高さは赤色の
線を引かせ,視覚的に区別
させて確認する｡

どんな形でも底辺の長さが
等しく,高さも等しければ
面積も等しくなることを教
具を用いながら押さえる｡



○図の中から底辺と高さを見付けるo ��

解 確 認 7 分 勍底辺は青色,高さは赤色の 線を引かせ,視覚的に区別 させて確認する〇 ･全体で底辺と高さを確認す るo ◎高さが外にある図形の底辺 <課題2>次の三角形と平行四辺形の底辺と高さを見付け 
ようo 

隠顕2底辺と高さを見付けよう. 

珍 4@-R.二王塾毒崇敬ゝ一連.-▲`- 

･机間巡視をするo高さがとらえられない児童には,底辺との関 

係に着目させて高さを見つけるよう声を掛けるo 

S図形の向きが違うと分かりづらいな○ 
S底辺が図形の上にあつてもいいのかなo 

○全体で底辺と高さを確認する○底辺に垂直な直線(三角形), �,hﾏﾈ+8/�ﾊ儻H*�.�+�,h*ｨ,R�*ｸ.薬�

底辺と平行な辺との間の幅(平行四辺形)が｢高さ｣である 
ことを,再度確認するo 

考 ス_ 凉ﾒ�､��○理解深化問題を解き,友達と説明し合う○ 唳�ﾘ/��8ﾟﾈ+X+ﾘ.�,ﾈ/�GｩWH+R�
<課題3>次の図で,底辺と高さを見付けて面積を求めよ 

さ せ る ��ｲ�峇�"�2�Z｢�うo �6ﾘ�ｸ6x,�,ﾘ.x+�.��｢�XｯxｭH�雕/�+X,Bﾈ,x+�/�.｢�]2靼(+8,�+X,H*(.�*丿ﾙDb�

規3底辺と高さを兄付(1て面塙を求めようbI 

ア 

S底辺はどれにしようか.-?ak∴二____,_仙ウ �+x.��｢�X7�6ｨ7ｨ8�486x7ｸ�ｸ6�/�諄,"�

S高さが図の中にないよoィ､､､､.2中 

S底辺に垂直な線は.-?､'^+ 
･机間巡視をするo高さがとらえられない児童には,底辺と頂 

息垂線の関係に着目させて高さを見つけるよう声を掛けるo 

○学習班で考えを説明し合うo 
･高さをどこに設定したのか理由を説明させるo 
･学習班の学び合いでは,自分で考えたやり方を図を使って説 �,Hﾖﾈ*h/���*�+�.薬�

明(見える説明)することができるように,｢底辺｣｢高さ｣｢垂 唸7ｨ8�486x7ｸ�ｸ6駅�,ﾉ�ﾘ,h4ﾂ�

直｣｢三角形の面積の公式｣をキーワードとして説明すること 坪8��ｸ6�/�w��8+X,H*�*ﾘ�ｲ�
を確認するo 唸ｻ8踪*ｨ�9�ﾘ+X,Hﾎｹ9ｨ/�竧.��
･全員が説明することを前提とするが,考えがまとまらなかつ ��8+�ﾈ髯;h,ﾈﾖﾈ*h/�v�+8-B�

た児童は,友達の発表を聞いて学び合うことも大切だという �.�,�*ｨ.xﾖﾈ*h/�ｦﾙDh+X,H*"�
ことを知らせるo �*ﾖ���ﾙ.ｩ]8,hﾘ(+8,ﾈｭhﾅx/���k�+R�

○全体で確認する○ 
S底辺を6cmの辺,その底辺に垂直なこの2cmを高さにしまし 

た○だから底辺×高さ÷2で,6×2÷2-66cm2 �,H蓼ｧ�ﾆ�,ﾉlｩ��/�ｸ�-�.�+��

S底辺を4cmの辺,その底辺に垂直なこの3cmを高さにしまし �,h*ｨ,X*ｸ.薬�

たoだから底辺×高さ÷3で,4×3÷2-66cm2 

振 俾��ﾌ��H��幵�R�Z｢�〇本時の学習のまとめを書くo ��

り 儡高さが図の外にあつても,見付けて面積を求めることができ 
返 凾ﾜしたo 

る 儡高さは,底辺と垂直なので見付けることができましたo 
S底辺と高さが同じなら面積も同じということが分かりましたo 

(5)本時の評価
いろいろな三角形や平行四辺形における｢底辺｣と｢高さ｣の関係を理解し,面積を求めることができた
か｡



(6)板書計画



□目陰1唇辺と高さを見付けて面談を求めよう。

薗　早抒四境恕

母l

一語’3　底辺と高さを見付けて面積を褒めよう0

、・く乙紬



第5学年1組　算数科　授業の考察
授業者　岡田　優子

1　成果

(l )学習過程の工夫によって･児童が見通しをもって主体的に課題に取り組むことができたか｡
○予習を取り入れた学習サイクル
本時の｢教える｣段階で取り扱う図形の,底辺と高さを見付けてくることを予習とした｡事前に児童
の記述を確認したところ,半数の児童が高さをとらえられていなかった｡また, ｢高さがない｣ ｢難しい｣

などの声も聞こえたoそこで,これらの児童の声や誤答例を示しながら, 『高さはどこにあるのか』とい
う児童の『問い』を引き出し,スムーズに課題意識をもたせることができた｡

○適切な時間配分により児童の主体的活動を支える
考えさせる段階で時間を十分にとりたいoそのためには,教える段階で,短時間で適切に教えること
が必要となるoそこで,言葉を吟味したり･教材教具･換作活動を入れ視覚に訴えたりしながら,分か
りやすい教え方に努めた｡その結果･理解確認問題,理解深化問題で十分に時間を確保することができ
たoつまずきを修正する時間や話し合い活動の時間も十分に確保することができ,児童が主体的に学習
課題に取り組む姿が見られた｡

(2)学習のねらいに迫るための学び合い活動が効果的に設定されていたか｡
O r学び合いたい｣と患わせる理解深化閉息を設定する
｢解いてみたい｣ ｢自分の考えを伝えたい｣ ｢友達の考えを聞きたい｣という思いがなければ,主体的

な学び合いは成立しない｡質の良い課題は必然的に良い学
び合いを生むと考える｡本時の理解深化問題では,全国学
力･学習状況調査に出題され, web配信問題でも正答率の
低かった問題を扱った｡また,何通りかの解決方法もあり,
多様な意見が出る課題でもあった｡
しかし,かなり難易度が高く,自力解決の場面では半数
以上の児童がつまずいていた｡そこで,班で1人程度理解
できた児童がいた段階で班での話し合い活動に入った｡
理解できた児童は,まだ理解できていない児童にもわか
るように説明するように努め,また,理解できていない児
童は｢どうしてこのようになるの?｣ ｢まだわからない｣な
どと,わかるまであきらめずに話し合いに参加する姿が見
えた｡適度な難易性のある課題を設定することで,児童の
｢学び合いたい｣という意欲を生むことができた｡

○ラミネートシートの活用
一人一人の気付きや考えを共有できるようにラミ

ネートシート上での話し合い活動を取り入れた｡ラ
ミネートシートは,書き込みや修正が容易であり,
児童はグループで試行錯誤しながらも,自分たちの
解決方法をラミネートシートに表現していた｡その
後の全体での確認場面でも黒板掲示がしやすく,考
えを比較したり学びを共有したりするのに非常に効
果的であった｡

○話し合いの視点を明確に示す
ただ面積の求め方を説明するのではなく, ｢なぜ
そこが底辺と高さになるのか｣根拠を説明すること
を指示した｡そのことによって,高さが外にある図
形の底辺と高さに着目して解決しようとする意識を
もたせ,その視点で学び合わせることができた｡



(3)自分の考えを表現しながら課題に取り組み,理解を深めることができたか｡
○キーワードを指定する
単元を通して｢底辺｣ ｢垂直｣ ｢高さ｣ ｢面積の公式｣をキーワードに設定し,説明する経験を積んでき
たoキーワードを指定して説明することによって,算数的に質の高い表現の習得が図られる｡また,説
明が上手くできない児童の思考の手掛かりともなり,キーワードを共通のものとして理解を深めること
にもつながった｡

○考えの表現の仕方の工夫

全体発表の場面では･班の児童全員で発表する形式をとった(リレー発表)｡発表する人任せにならず
に,理解が不十分だった児童も必ず発表することで理解が促される｡また,みんなで発表を成功させよ
うと,お互いの理解度によって配慮しようとする姿も見られた｡学ぶ集団の人間関係もよくなると協議
会でご意見をいただき,効果を再確認した｡

2　課題

(1) ｢教える｣内容を吟味する
本時の｢教える｣段階で,児童の声を大切にしようとするあまり, ｢見えない底辺｣という言葉を取り
上げてしまい,混乱を招いてしまったo協議会で, ｢見えない高さ｣はあるが｢底辺は必ず見えるもの(Bi

遊里辺だから外にあってはならない)｣,底辺や高さをもう少し視覚的に強調して提示する必要性,等を
ご指導いただいたo主体的な活動を支えるためにも,教える段階で｢何を｣ ｢どのように｣ ｢どんな言葉
で｣教えるか,吟味していく必要がある｡

(2)賞の高い表現の仕方を身に付けさせる
算数用語を使った説明やノート記述を鍛えたい｡
本時の理解深化問題は難易度が高かったため,答え
を導き出すことに重点を置いたが,今後は,図形課
題を説明するときに｢頂点｣や｢底辺｣等と共に,
｢辺アイ｣や｢高さウェ｣などといった表現ができ

るように指導していきたい｡
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第5学年2組　算数科学習指導案
平成26年9月18日(木)2校時

授業者　教諭　山口　陽子

1　単元名　｢整数｣

2　単元のねらい

偶数と奇数の意味を知り､整数が偶数と奇数とに分類できることを理解する｡また､倍

数や約数の意味を理解し､それらを求めたり､それらを使って問題を解決したりする｡

3　指導計画(全11時間　本時　9/11時間)

小単元 �7��ｸ5r�内容 倬��B�

偶数と奇数 塔b繝r�整数が偶数と奇数に類別されることを理解するo ���

倍数と公倍数 塔ふ���倍数､公倍数､最小公倍数の意味を理解するo �2�

92 佰iGｹ�H/�y駅�+X,JIn)��/���ﾈ�+x.薬�1 

約数と公約数 涛2ﾓ迭�約数､公約数､最大公約数の意味を理解するo �2�

96 佰io��H/�y駅�+X,JIn)��/���ﾈ�+x.薬�1(本時) 

素数 涛r�素数の意味を理解し､100までの素数を求めるo ���

問題練習 涛��確認問題 ���

4　本時の計画

(1)本時のねらい

公約数や最大公約数を利用して問題を解決することができる｡

(2)教えることと手立ての工夫

倍数や約数を求める手順は分かっていても､文章問題になるとどのようにそれを使えば

よいか分からない児童がいる｡そこで文章問題を解く際､文中の｢分ける｣ ｢同じ～｣ ｢で

きるだけ大きい｣等のキーワードに下線を引かせ､ ｢分ける-割り算-約数を求める｣ ｢同

じ～→公約数を求める｣ ｢できるだけ大きい-最大公約数を求める｣といった解決-の見通

しをもつことができるようにする｡

(3)子どもに考えさせることと手立て

文章問題の中で求めた最大公約数が意味することについて､理解が不十分な児童は多い｡

そこで考える段階では､ 12と8の最大公約数4を求めた上で､ 4を除数として扱ったと

きの商を求める課題に取り組ませるo問題文を注意深く読んで何を答えればよいのか考え

たり､考え方を図や式で示した上で｢最大公約数4｣が図や式のどの部分に当たるのかを

確認したりすることで､最大公約数が意味することを理解できるようにする｡



(4)本時の展開

学習段階 刳w習活動◎評価の観点.留意点 

敬 え る 冰ﾈ��ﾆ��課題1の問題文を読み､できるところまで取り組んでくるo 

課題11日1cmの方眼紙がありますoたては18cm､横は12cm 唸,x,ﾈ髯;h.���8/��

える �,X+v�+�.ｨ/�mｨ.�.�,ﾉ�ﾈ,�+ｸ,�,I��.芥鑄,ﾉuﾘ.�*ｨ�,�*(.b�つかむことができ 

うに､同じ大きさの正方形に分けたいと思いますo �.�.h*H,唏7ﾘ5盈｢�

(ア)正方形の1辺を何cmにすればよいですか∩ �,ﾈ*�.冽�鑄/�ﾙYL"�,佝h麌+ZI��.盈｢�

○キーワードに下線を引き､解決-の見通しをもつo 

･｢余りが出ないように｣｢全史迦｣-約数を求めればいいo �,侈凛x,H+ﾙ�ﾈ/�盾�

･｢重五彪旦｣-たて横が同じ長さだから公約数だ○ �*(,Hﾊ�+�.��ｲ�

J<めあて>公約数を使って問題をとこうo 

○18と12の公約数を求め､課題を解決するo 

≡:二手喜喜子‡享三 
く答え〉1cm,2cm,3cm,6cm 

理解 �ｹ��"ﾘ攣���,ﾃ(ｭImｨ���42�,X*ｸ.�+�*��X*ｸ,��9_ｸﾆ�,�� 

確認 兒ｨ*�.�,�,ﾚC�]8/�嶷6ﾘ,�+x.ｨ,�.h*(,X+x*薬�

○キーワード｢できるだけ大きな｣から､最大公約数を求め 

ることを押さえて課題を解決するoく答え〉6cm 

考 凉ﾘ���課題3あめが8個と､チョコレートが12個ありますoど 唸攣��8,ﾘｻ8怦��,��
ス_ さ ��ｸ峇�ちらも同じ数ずつに分け､余りが出ないようにしますoでき �,�*)n)��,�,ﾈ,X�2�

せ 凾驍ｾけ多くの子どもに分けるとすると､1人分のあめとチヨ 倚ﾈ+X,IGｩWｨ+ZH6ﾒ�

る 刄Rレートはそれぞれ何個になりますかー 坪6x,�5ﾈ.x+�.��｢�Xﾚ(,�,H*(.倬�;h,��

〇一人で考えた後､グループで考え方と答えを紹介し合うo 

○全体で整理する○児童がノートに書いた図や式を取り上げ �,ﾘ�ｼh�(*ｨ6ﾘ�ｸ6r�

て板書しながら､最大公約数4や､求める答えは図や式の �,俚h,ﾈ.h*H,��ﾘ/��

どの部分に示されるのかを確認するo �7)(h-ﾈ,X*�*(,H-ﾒ�

く図〉あめ8個i.-/●●i...●●●●巨●●､....il-●●`...i �+唏ﾖﾈ*h+8+�.薬�

チョコレート12個童〇〇〇量り○○重量〇〇〇…妻〇〇〇… 唸4�8ｸ�ｸ7i>�,��99｢�

分ける子どもの数Ji.I....."".e)..,""",.",.◎….9.........㊨..".… �,hﾎｹ9ｨ,ﾈ髯;h*ｨﾚﾂ�

大公約数 俤ﾘ+x.�.h*IGｩ{h+r�

答えること｢1人分はそれぞれ何個か｣ �.薬�

く式〉8÷4-2 ��ﾓ��ﾉZｨ,ﾉ�H/�ｸ�-��

12÷4-3く答え〉あめ2個､チョコレート3個 �.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

自己評価 凵寫｡日の学習で分かったことを書く○ ��

(5)本時の評価 

●それぞれの問題の場面での公約数や最大公約数が意味する事柄を理解し､方眼紙を切り

分ける際の正方形の大きさや､ 1人分の個数を求めることができたか｡
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第5学年2組　算数科　授業の考察

授業者　山口　陽子

1　成果

(1)学習過程の工夫によって､児童が見通しをもって主体的に活動に取り組むことがで

きたか｡

本時の課題2は､課題1で求めた｢縦18cm横12cmの方眼紙を分けてできる正

方形の1辺の長さ｣に続けて､｢できるだけ大きな正方形に分けるには1辺を何cmにす

ればよいか｣を問う課題を提示し､課題1で求めた18と12の公約数から最大公約数

を答えることができるようにした｡課題1とつなげて課題2を提示したことで､スムー

ズに進めることができた｡

(2)学習のねらいに迫るための学び合い活動

が効果的に設定されていたか｡

課題3は児童にとって難しく､自力解決の時

間では8と12の最大公約数4をあめとチョコ

レートの数として答えている児童が多かった｡

また､自分の答えに自信をもてない児童も多く

いた｡しかし､友達のノートを見せてもらった

り､お互いに考えを聞き合ったりしながら､あ

きらめずに取り組もうとする児童がほとんどだ

った｡

(3)自分の考えを表現しながら課題に取り組み､理解を深めることができたか｡

考えをノートに書く際には､言葉と図や式を入れることを指導してきた｡本単元の学

習では｢偶数｣｢奇数｣｢倍数｣｢公倍数｣｢最小公倍数｣｢約数｣｢公約数｣｢最大公約数｣｢素数｣と

新しく学習する用語が多く､それぞれの意味や求め方で混乱する児童もいる｡また｢公

約数を求めましょう｣と用語を使って課題を提示されれば正しい方法で公約数を求める

ことができても､本時で扱うような文章問題の形で問われると何を求めればよいのか分

からない児童も多い｡キーワードに着目することで､何を求めればよいのか分かりやす

くすることができた｡

図については前時に約数を学習した際から､まず1を書く､次に1とかけてもとの数

になる約数を書く､次は2が約数になるかどう

か考えて約数だったら2とかけてもとの数にな

る約数を書く-･というように､ペアをつくって

探しながら書くことを指導してきた｡ペアをつ

くりながら書くことでもれ落ちなく約数を見付

けることができた｡

<約数のペア> 

12の約数1234612 

｣⊥=±｣ 

書く順番①③⑤⑥④② 



2　課題

(1)学習過程の工夫によって､児童が見通しをもって主体的に活動に取り組むことがで

きたか｡

予習では課題のみ提示して児童が問題を自分で読み､できるところまで取り組んでく

るようにする場合がほとんどである｡しかし､今回予習として提示した課題1の場面は

児童には分かりにくかった｡問題文が示している状況は前時に予習の課題として提示し

た際､方眼紙の図を示しながら教師が口頭で説明したが､予習のノートを確認するとま

だ分かっていない児童が多かった｡しかし､今回の課題なら児童に紙を渡して実際に正

方形に切り分ける活動をさせ､試行錯誤を通して題意を把握していくことができるよう

にする等､予習のさせ方を工夫していく｡

課題3でも児童が題意をつかむのに時間がかかった｡課題の難易度を的確に予測し､

まず全員で問題を読み､題意を把握してから取り組ませればよかった｡また問題文も､

8と12の最大公約数4が意味することを児童がしっかり考えて理解することができる

ように､ ｢(ア)できるだけ多くの子どもに分けるとすると､何人の子どもに分けられま

すか｡｣｢(イ)一人分のあめとチョコレートはそれぞれ何個ずつになりますか｡｣と2つ

の文に分けて提示し､取り組みやすい課題にする｡

(2)学習のねらいに迫るための学び合い活動が効果的に設定されていたか｡

課題1と3の題意の把握に時間がかかり､十分な学び合いの時間を確保することがで

きなかった｡またグループでの話し合いを始める際､話し合いの観点を児童にはっきり

提示することができなかった｡ ｢解けた人もまだ困っている人もいるグループで､全員が

分かるように説明をし合う｣ために｢よく分からない人-途中まで分かる人-最後までと

いてみたが自信がない人-全部とけて自信がある人､の順番で話しながら､相手が分か

らないと思っているところに､ヒントになることを伝える｣等､話し合いの観点や話し合

う方法をはっきり示していく｡

(3)自分の考えを表現しながら課題に取り組み､理解を深めることができたか｡

児童は課題3の｢同じ数ずつに分け｣ ｢余りが出

ない｣ ｢できるだけ多くの｣というキーワードから

最大公約数を求めることに気付き､ペアをつくりな

がら最大公約数4を求めることができた｡しかし､

その4を一人分のあめとチョコレートの数として

答える童が多かった｡そのため､最後に黒板にあめ

やチョコレートを示す磁石を並べて4人の子ども

に分け､最大公約数4が意味することを確認した｡

そのような図を児童が自分でかくことができるよ

うにするため､課題3を提示する際､問題文に実際

に8個と12個のあめやチョコレートの図を加えて提示したり､図のかき方を授業で教

えたりしていく｡



第6学年1組　算数科学菅指導案

平成26年12月4日(木曜日) 3校時

授業者　教諭　西田　佳史

1単元名　r立体の鞄

柱体(角柱･円柱)の体積の求め方を考え､それを用いることができる｡

2　単元のねらい

○四角柱(直方附の体積の学習をいかし,柱体の体積の学習に進んで取り組もうとする｡

(関心･意欲･態度)

○四角柱の体積の求め方をもとに,角柱や円柱の体積の求め方を考えることができる.教学的な考え*)

○公式を用いて,柱体の体積を求めることができる｡ (技能)

○柱体の体積の求め方を理解している｡ (知識･理解)

3　指導計画(全6時　本時　5/6時間)

小単元 �7��ｸ5r�内容 倬��B�

復習と準備運動 ��2�･既習事項の復習,｢立体の体積｣の準備 ���

三角柱の体積 ��B�･四角柱(直方体)の体積の求め方を｢底面積×高さ｣と見直し､三角柱 ���
～ 15 �,ﾉ�ﾉ��,ﾈｸ�-�ｸ.�:�ﾈ,俟ﾈ*h.x.ｨ.�+�,h/�yﾘ��+x.薬�

角柱の体積の公式 ��b�･どんな角柱でも三角柱に分けることができるという考えをもとに一般の ���

角柱の体積も｢底面積×高さ｣で求められることを理解する○ 

円柱の体積 ��r�･角柱の底面の辺の数を増やしていくと円柱に近づくことから､円柱の体 ���

積も｢底面積×高さ｣で求められることを理解するo 

円柱の体積の公式 梯�･円柱の体積の公式を使って､少し複雑な円柱の体積の求め方を理解するo ���gｸ鰾�

いろいろな立体の 体積 �����･学習内容の自己評価 ���

5　本時の計画

(1)　本時のねらい

○　少し複雑な円柱の一部の体積の求め方を考え､体積を求めることができる｡

(2)児童に教えることとその手立て

'角柱･円柱の体積を求める基本は､ ｢底面積×高さ｣であることや複雑な円柱の体積の求め方

を確認する｡そのために､まず底面と高さに色をぬり視覚的に確認できるようにする｡

■　答えを求めるために､どのような考えを使うかを㊨の記号を書いてから言葉や短い文で書か

せる｡それをもとに立式してから計算させる｡

･単元の終末であるので､理解確認の課題を予習にする｡

(3)児童に考えさせることとその手立て

l　欠けている部分がある円柱の体積の求め方考えるため､見通しをもって個事よく考えなければならな

いoそのために､ ①図から問題の把握､ ②⑳を書き､考え方を整理する､ ③立式･計算(図や㊨を

確琵しながら)の一連の流れで課題に取り組ませるo

■　ペアや班での説明で､自分の考えをより確かなものにする｡

■　学習の振り返りでは､分かったことを書くようにし､自己評価させる｡



(4)本時の展開

学習時間 刳w習活動 劍�ﾙUﾘ廁,ﾈｬ�5��Yz�95��

予習 剌¥≒テ∴二 劒Xﾖﾈ*i_ｸ/�*H+�,ﾉ�ﾈ,���k��/�[x*(,H.�.x*H�ｲ�

翠 え 佶ﾒ�5��lめあて御な円柱の臓の求め方を考えるol 劒X-�*�,H/�ｦﾙOｨ+x.停�

る �.��yﾒ�○予習の問題から､考え方を確認するo 劒Y�ﾘ,竸(��ﾈ/�?ﾈ.ｨ+ﾘ.�,ﾂ�

霊 認 唸鈴(ﾈ,ﾉ�ﾉ��/�ｸ�-�.��ｲ�剪齧ﾊ積や高さを色で分 ･一部かけている01/4がない. 劍*�+X+ﾘ.�+X,HｦﾙDh+x.��｢�X�y�ﾉ��-�*ｸ螽�雲ｸ�H�y.｢�

( 唸鈴(ﾈ*�.x*�*�,H*(.兀IZｨ/�処*ﾖ��

8 分 ヽ一一■′ ��ｹ9ｨ*h/�ｸ�-�+ﾘ.zI��k�/�ﾖﾈ*h+8+�.薬�

●4×4×3.14×8-401.92401.92÷4-100.48 劔lｩ��-�*ｸ螽�雲ｸ�,�,zB�

401.92-100.48-301.44A301.44CⅠ丘 劍6ﾈ�ｸ7�984�+x.��ｲ�

･4×4×3.14-50.2450.24÷4-12.56 

50.24-12.56-37.6837.68×8-301.44A301.44cm3 

○自分のやり方をペアで説明するo 劍�ﾘ齷Zｨ,X.(,�+ﾘ.(.雲ｸ/��

･まず､かけていない全部の円柱の体積を求めるo ��

4×4×3.14×8-401.92 剞燒ｾすることができるo 

次に､かけているところの体積は､1/4なので､ 

401.92÷4-100.48 

そして､円柱の体積からかけている部分の体積を引くと､ 

401.92-100.48-301.44 

だから､体積は､A301.44chi 

･まず､円柱の底面積を求めるo 

4×4×3.14-50.2450.24÷4-12.5650.24-12.56-37.68 

次に､高さが8cmだから､底面積×高さで､ 

37.68×8-301.44 

だから､体積は､A301.44cd 

考 え さ せ る 亦�峇���R�Z｢��"ﾘ�ﾂ� 劒YLx,X,x+�.x,ﾈ.(.雲ｸ,Xﾖﾂ�<課題2>ケーキの体積を求めようo⑳を書いて式を立てて計算しようo 

○問題から､㊨を書く○ 
･円柱の体積を求める〇 ･真ん中がなし,o ･大きい円柱から真ん中の部分を引くo 劍*h.�*佇�-�+8+�.��｢�Xﾖﾈ*h.倬隴H/�ｦﾙ]ｸ+x.�+ﾒ�-�,痛6I�ﾈ/�諄*H.h*H,��+x.��ｲ�



学　習　活　動
◎評価の観点

･留意点

○班で決めたやり方で､答えを求める｡個人)

○答えを求めたら､説明を考えさせるo (妙
･ 9X9X3.14X5-1271.7　3X3X3.14X5-141.3

1271.7-141.3-1130.4　　A 1130.4 cd

･ 9×9×3.14-3×3×3.14

Cz54･34-2826) × 5-1130.4　A 1130.4cd

O　班で､やり方を説明する｡

･まず､大きい円柱の体積を求める｡

9× 9×3.14× 5-1271.7

次に､真ん中のかけている円柱の体積を求める｡

3× 3×3.14× 5-141.3

そして､大きい円柱の体積から､真ん中のかけている部分の体積を引く

1271.7- 141.3- 1130.4

だから､体積は､　A 1130.4cI丘

･まず､円柱の底面積を求める｡

9 × 9 ×3.14-254.34　　3 × 3 ×3.14-28.26

254.34 -28.26 -226.08

次に､底面積×高さで､

226.08× 5 -1130.4

だから､体積は､　A 1130.4cd

○　全体で確認する｡

･それぞれのやり方を発表してもらう｡

･考える時間を確保するた

めに,電卓を使うように

する｡

･図に補助線を入れたり底

面積と高さを色分けさ

せたりする｡

･ラミネートボードにやっ

たやり方を説明しなが

ら､まとめさせる｡

◎考え方をもとに立式し

たやり方を説明するこ

とができる｡ (ノート)

○　学習のまとめを書く｡

･円柱の体積を工夫して求めることができた｡

･真ん中がない円柱の体積も､底面積×高さで求めることができた

･学習で分かったことを書

カせる｡

(5)　評価

○複雑な円柱の体積を個事よく考え､それを分かりやすく説明することができたれ



(6)板書計画



第6学年1組　算数科　授業の考察

授業者　西田　佳史

1　成果

(1)学習過程の工夫によって･児童が見通しをもって主体的に課魔に取り組むことが

できたか｡

0　予習で理解確認問題に取り組ませたこと

家庭学習として､予習の問題で円柱の3/4の体積を求

める問題を提示した｡単元の終末でもあったので､発展的

な問題にした｡欠けている部分がある問題は角柱でもやっ

ているので､容易に考えることができた｡また､どのよう

に考えて立式したかを家の人に説明することも課題にした｡

予習として家庭でやったことで､十分時間をとって考える

朋
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ことができたことと､本時の学習にも見通しをもたせることができた｡

0　｢教える･理解確認｣をまとめたこと

予習の問題は､概ね二つのどちらかの方法で求めることができていたので､その考え

方にネーミングしたo理解深化問題につなげるためにも､ "底面積×高さ方式"と"体積

引き算方式"の二つの考え方にまとめた｡ ｢教える･理解確誰｣の段階では､考え方の確

認だけにしたので､時間短縮につながった○そのため､この後の理解深化問題には十分

時間をとって取り組ませることができた｡

(2)学習のねらいに迫るための学び合い活動が効果的に設定されていたか｡

0　3人でのグループ活動を定着させたこと

グループでの話し合い活動を毎時間､理解深化

問題の場面で設定してきた｡その際のグループは

3人としてきた｡自分の考えを伝えたり､考えを

一つにまとめたり､全体の場で発表したりする括

動を行うために､少人数であると､短時間でも必ず参加することが可能であった｡学び

合い活動に主体的に参加させるために､効果的であった｡

また､難しい理解深化問題となると､間違いがあったり考えにつまずいたりする場合

もある0　3人だと､すぐに確認したり教え合ったりすることで､かかわりながら学習を

進めることもできた｡

○　ラミネートした課題シートの活用

理解深化問題をグループでまとめる際に､

問題をA3版のラミネートしたシートで提示

した｡相談しながらペンの書き込みや修正も

容易に行うことができ､話し合い活動を効率

よく進めることがきた｡そして､全体での発

表の際も､シートが提示しやすく､黒板-も

容易に掲示し､比較する際も役立った｡
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(3)自分の考えを表現しながら課題に取り組み､理解を深めることができたか｡

○　色ペンを使って園へ書き込みさせたこと

体積を求めるためには､底面積と高さが

大切である｡また､数値が多くなると､混

乱することもある｡そこで､図の中の､底

面(四角形･三角形･円など)と高さを赤と

青で色分けさせた｡底面積や高さの数値に

も意識がいき､何を求めるのか､その式は

どうなるかを確認しながら､考えることが

;たJ,･Ei1.I) i -,,もFi隻d岬吊り･*JjまL I :I.

iI_asdoJ

できた｡

○　同産解決の売れをパターン化したこと

体積を求める際に､すぐに立式するのではなく､ ㊧の欄に何を求めるのか､そのため

にどんなことが必要か､何がわかればよいかなどを､文や短い言葉で書かせた｡それだ

けでなく､ ∃㊥図を関連させるために､矢印でつなぐなどの書き込みをさせてきた｡こ

のことで､問題解決の思考の流れがわかり､見通しをもつことができるようになった｡

また､図と言葉を見ながら立式していくので､何をどのように求めているのかも整理で

きていたo特に､角柱･円柱の理解深化問題では､式がいくつにも分かれるので式の意

味をはっきりさせるためにも有効であった｡

2　課長

0　多様な考えに気付かせる

予習の欠けている部分がある円柱の体積を求める問題で､底面積×高さ×3/4と､ 1

つの式に表して求めた児童がいた｡理解深化問題につなげるために､あえて全体ではそ

のやり方を取り上げなかった○本来ならばいちばん合理的なやり方であったので､全体

に紹介すべきだった｡多様な考え方に気付かせるためにも必要であった｡

また､理解深化問題に取り組む時に､底面積×高さ方式か体積引き算方蔓かグループ

でやり方を決めて考えさせたo予習の問題で確認した考え方を活用できるように､意図

したものである｡しかし､多様な考え方に気付かせるためには､単元の終末であること

からも､問題解決に向けて自分で考え方を選び､見通しをもって自力解決させることも

大切であった｡

○　考え方の道筋を示す

予習の問題､理解深化問題ともにほぼ全員の児童が求答することができたが､うまく

説明できない児童もいたo説明のポイント砂の欄に書いた言葉がキーワードになるo

問題(図形)をみて､順序立てて考え説明するための道筋を明確にしておく必要がある｡

(∋　どう考えればよいか

②　そのために何が(どこが)分かればよいか

③　だから､こういう式になる

④　計算すると､体積が求められる

上記の考え方を事前に示しておくことで､見通しをもち筋道立てて考えることが苦手

な児童-の支援になるものと考える｡



第6学年2組　算数科学菅指導案

平成26年9月12日(金)3校時

授業者　　教諭　松崎　文美

1　単元名　｢図形の拡大と抽小｣

2　単元のねらい

形が同じであることの意味を知り､その性質について理解する｡また､拡大図や縮図

について知り､それらを書くことや利用して問題を解くことができる｡

3　指導計画(全11時　本時9/11時間)

小単元 �7��ｸ5r�学習内容 倬��B�

復習と 都��･分数のかけ算と割り算､文字を使った式 ���

準備運動 勍合同な三角形 

拡大図と縮図 都"�･図形間の関係の考察と学習の動機付け �"�

73 唳�ﾘﾆ�,ﾈｦy�ZH�抦,ﾈ�9j��

74,75 唸ｦy�Y�ﾚH��ﾘ,ﾈ�9j�,h+ｸ,ﾉ�ｸ�駅�ﾎ｣ｨｦy�Y�ﾚH��

図) 

拡大図と縮図 都bﾃsr�･方眼紙を使った拡大図､縮図のかき方 迭�

のかき方 都��･拡大図､縮図の性質を使った三角形の作図 

79 唸貶ｧ�ﾆ�,ﾈｦy�Y�ﾚH��ﾘ,ﾈﾞﾉ�ﾒ�

80,81 售�,(,ﾉ5�/�(i�8,�+X+ﾘｦy�Y�ﾚH��ﾘ,ﾈ*�*ｹ_ｲ�

82 唳�ｸ��

縮図の利用 塔2�･縮図を利用した測定の工夫(最短距離を求める場合) ��曳ｸ鰾��

84 唳:��8,ZIm�,ﾈﾘ(+8/�ｸ�-�.��ｨﾘr�1 

たしかめ道場 塔R�･基本のたしかめ ���

4　本時の展開

(1)　本時のねらい
･縮図を利用して､直接測定できない距離を求めることができる｡

(2)　教えることと手立ての工夫

○縮尺分倍にすると実際のきょりを求めることができることを教える｡

(3)　子どもに考えさせることと手立て

○縮図を自分でかいてから実際のきょりを求める問題を取り上げる｡問題を｢泳ぎ切

れるか｣とすることで､根拠を基に説明し､友達との考えを交流できるようにする｡

○理解確認問題を理解深化問題の縮図をかく取り掛かりに設定し､児童が問題を解く

際の手順を確認できるようにする｡



(4)　本時の展開

学習段階 刳w習内容 劍�ﾙUﾘ廁,ﾈｬ�5�z�95��

敬 ス_ る 冰ﾂ���1/10000の地図を使って実際のきよりを求めましょう 劒X齪ｧx,Yuﾈ�/�+8+��.薬�

敬 ス_ 栃-�*�,C��勍地図上で示された縮 

る ト.一 ⊂) 偬ｹ�ﾘ/�y駅�+X,H��ﾝｸ,ﾈ*ｸ.h.�/�ｸ�-�.h*F����

<課題1>縮尺1/1000の地図上にあるアとイの �/��.b�

長さから､実際の長さをそれぞれ求めましょうo 

I.-..1...T,..!1-,⊂:コ三一 I 剋ﾚ分倍にすると､実際 の距離が出ることを 押さえる〇 ･Webテストの正答率 の悪い問題を取り上 げる○ 

○縮尺という言葉の意味と､実際のきよりの求め方 

習うo 

･1/10000の地図は､10000倍すれば実際の距離に 

るo単位も換算しないといけないなあo 

理 解 栃攣��#�-ﾘ.x*(+8/�,ﾙ�ﾈ/�蜜*(,Y6�.ｸ*H,h軛����･問題を書いた紙をノ ートに張る〇 ･何分の1の縮図をか いたらよいか考える ことで､理解深化問題 につなげる〇 ･1/1000以外の縮尺 が出ても取り上げるo 

確 重訂 ��つていますoB地点から50mはなれた地点Cで 

I-Cih ト.■ ��三角形ABCの角Cを測ったら40度でした○み 

⊂) ��らいさんは45m泳げますo 

みらいさんは泳ぎきること 

ができるでしょうかo 

縮図をかいて､考えましょう050m 

何分の-の縮図をかいたらよいか考えましょう 
･50mをcmに直すと5000cmだから､1/1000かな 

考 ス_ さ 凉ﾒ����ﾈ��1/1000の縮図をかいて泳ぎ切れるか考えましょう 劒X��ﾘ*ｨ*�*�,H*(,�*"�髯;h,�,ﾚI�ｨｧﾈ*�/�+r�.��

〇一人で考えるo 

せ �ｲ�○班のみんなで話し合うo 

る 憂C���ﾂ��○全体で整理するo 剴��S9�ﾈ4�8ｲﾘ7h,Y�(+R�

･縮図をかいたら､ABの長さは､約4.3cmです○ 劍ﾘx**I$�,X.���k�,X*ｲ�

これを実際の距離に直すと､4.3×1000=4300cmな 劍.�.h*H,�+x.薬�

ので､43mですoだから､みらいさんは泳ぎ切れますo 劍�ﾘ��ﾘ/�*�*ｺH��ﾝｸ,ﾂ�

○まとめるo｢縮図を利用すると実際の長さが分か 劍ｹyz8/�ｸ�-�.�+�,h*｢�

るo｣ 劍,X*ｸ+ﾘ*薬�

振 り 俾��○今日の学習で分かったことを書きましょうo 劒YZｨ*�,�+ﾘ+�,h.)�X饕�

近 ら 侘��Uﾒ�幵�6��･1/1000の縮図では､地図上の長さを1000倍すると 劍,�,h+�.ｸ/�咥+8*h.薬�

せ る 剋ﾀ際のきよりを求められることが分かったo 
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※ワークシート

<課題2>みらいさんは川を泳いで渡ろうと思っていますoB地点から50m 

はなれた地点Cで三角形ABCの角Cを測ったら40度でしたoみらいさんは 

45m泳げます○みちいさんは泳ぎきることができるでしょうか○縮図をかい 

て､考えましょうo 

A 

瑚B- 
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第6学年2組　算数科　授業の考察

授業者　松崎　文美
1　成果

(1)学習過程の工夫によって･児童が見通しをもって主体的に課題に取り組むことができたか｡

○予習の生かし方

指示した予習を､本時では扱わなかった｡単位換算や考え方の予習として取り上げ

たが､本時の始めで確認程度は取り入れたほうが､学習を深めることにつながったか

もしれない0本時では､単位換算につまずいている様子が見られたので､そこを中心

に予習を指示しても良かった｡

○理解深化問題の一部を理解確認問題としたこと

いつも授業を組み立てる上で､時間が足りないことが課題だった｡そこで､今回は､

問題数を減らし､理解深化問題の手掛かりとなる一部を理解確認問題に設定した｡理

解深化問題を解くための土台を作れたことで､全員が取り組めたことは大変良かった｡

(2)学習のねらいに迫るための学び合い活動が効果的に設定されていたか｡

○理解深化問題の設定について

理解深化問題の設定を､ ｢みらいさんは泳ぎ切れたか｡｣とすることで､話し合いの

観点をはっきりさせた｡理由を説明しながら､自分の考えた過程を､班のみんなに伝

えることができたので､この間題の設定は良かった｡

03人グループを設定したこと

友達の意見を聞いたり､自分の意見を伝えたり､そ

の意見を集約してまとめたりするのに､ 3人グループ

はとてもやりやすい｡今回の解決の手順で定着が徹底

されていなかった､縮図の長さを定規で測ってから計

算して実際の長さを求める､というところが3人の考

え方を総動員させて解決に導いていた｡

今回は､全員が縮尺を1/1000　と確認したので､同

じ縮図の元で話ができたが､いろいろな縮尺のバージョンがあっても良かった｡

(3)自分の考えを表現しながら課題に取り組み､

○結論から述べる問題の設定

前述したように､理解深化問題を｢泳ぎ切

れたか｣と問い､答えを｢泳ぎ切れる｣ ｢泳ぎ

切れない｣と､結論を出させた｡それを説明

する根拠を導き､それを友達に説明する点で

は､自分の考えを整理するきっかけになった｡

ただ､黒板に示した図が､縮尺前と縮尺後の

大きさがあまり変わらず､思考の妨げになっ

理解を深めることができたか｡

たと考えるo　もし､大きな図を示し､縮尺のイメージが強烈に植え付けられたら､川

幅の長さが知りたくなり､スムーズに答えが導きだせたと考える｡



2　課題

(1)単位換算など､苦手な部分の把握

事前にレディネステストなどで､単位換算の苦手度を測る必要があった｡また､一

般的に子どもたちが苦手としているところなので､予習で単位換算をピックアップさ

せるなどの工夫が必要であったo授業に入るまでに､その時間･単元に必要な既習事

項を確認し､スムーズな思考の流れを支援していく必要がある｡

(2)ていねいな手順の確認

今回の授業では､問題を解く上で以下の手順が必要となった｡

①縮図をかくo 

②川幅を定規で測るo(この部分が､押さえられていなかった) ｣o ③縮尺を元に戻し､計算で実際の長さを求めるo 

④泳ぎ切れるか判断するo 

単元のまとめでもあるため､たくさんの手順があり､複雑になるからこそ､ -つ一

つ丁寧に確認しておく必要があった0本時では､ ②が確認から落ちていた｡落ちのな

いようにつまずきを予想していきたい｡

(3)多様な考え方への広がりと集約

理解確認問題で､縮尺の度合いを1/1000と､全員が統一して確認した.実際にノ

ートに書くとなると､ 1/1000だと50mは5cmとなる｡子どもたちの中には､ 1/500

に縮尺して考えている児童もいたo同じステージで話し合いをするために､また､苦

手な児童のために統一したが､余裕のある児童には､いろいろな縮尺でかかせても良

かったoそして､どのような縮尺を使っても､実際の距離は変わらないことに気付か

せても良かった｡

(4)一時間の授業の中で扱う問題数や難易度

だいたい授業では､一時間に3間扱うことが多かったが､今回のように2間扱いに

して､全員が解ける授業を展開するのも良かったoそれでも､難易度を上げたり､子

どもたちの思考に刺激を与えたり､工夫はできた｡単元や学習の難易度､児童の実態

等によって､問題数や展開の仕方を工夫していきたい｡


